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道の駅「伊達の郷 りょうぜん」の来場者数が開業か
ら 40 日目で 30 万人を突破し、記念セレモニー

を行いました。30 万人目となったのは、霊山町の菅野
さんご家族。記念品として、酒井祐一駅長が、伊達市オ
リジナル日本酒「初代朝宗」や地元産のイチゴなどを贈
呈しました。菅野さんは「おいしそうなイチゴをいただ

けてうれしい
です。道の駅
ができて、こ
れからますま
す地元の発展
に期待してい
きたいです」
と喜びを語り
ました。

	 道の駅「伊達の郷 りょうぜん」	 ceremony

開業から 40日目で達成
道の駅来場者が 30万人を突破5/2

( 水 )
	 伊達地域箱崎地区	 event

ワイナリーの出店を目指して
ワイン用ブドウの苗を植え付け4/21

( 土 )

耕作放棄地を活用してワイン用ブドウを栽培し、
まちなかの空き店舗を活用したワイナリーの出

店を目指す「だて まちなかワイナリープロジェクト」
の関連イベントとして、ワイン用ブドウの苗植えが
行われました。イベントには 13 人が参加。当日は汗
ばむほどの陽気でしたが、晴天のもと、農作業で爽

や か な 汗 を
流 し まし た。
植 え つ け た
苗 に は 記 念
として名札を
付け、大きく
育つように願
い を 込 め ま
した。

	 保原体育館	 ceremony

より安全で快適な保原体育館に
リニューアルセレモニーを開催4/28

( 土 )

保原体育館のリニューアルセレモニーに、来賓や
関係者、市民など約 70 人が参加しました。式

典では、菅野善昌教育長が「スポーツはもとより、文
化祭、音楽祭など市民の皆さんに幅広く利用をして
ほしい」とあいさつしました。式のあとは、市スポー
ツ推進委員によるスポーツ吹矢研修会が行われ、年

齢 や 性 別 を
問 わ ず に 楽
しめるニュー
スポーツを体
験。矢が的に
当たると、参
加者から歓声
があがりまし
た。

	 保原本庁舎	 ceremony

お互いの健闘を誓い合う
千葉県いすみ市とエール交換5/10

( 木 )

今年の「チャレンジデー」で対戦する千葉県いす
み市とテレビ電話でエール交換を行いました。い

すみ市の太田洋市長は「初勝利を目指したい」、須田市
長は「健幸都市としてがんばりたい」と意気込みを語
り、お互いの健闘を誓い合いました。チャレンジデーは、
5 月 30 日㊌の０時～ 21 時までの間、継続して 15 分

以上運動やス
ポーツをした
住民の参加率
を競うイベン
トです。勝利
を 目 指 し て、
一丸となって
取 り 組 み ま
しょう。
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